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東北～九州へインフラ整備拡大
（車両開発状況・物流ニーズに応じて）

基幹物流拠点の整備に係る関与・支援に関する検討

自動運転サービス支援道 想定ロードマップ（案）

幹線共同輸送本格運用拡大幹線共同輸送開始（一部拠点間）

事業企画・検証
（安全・安心）

車両情報連携インター
フェース仕様（β版）（安

全・安心）

車両情報連携インター
フェース仕様（第1版）

（安全・安心）
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事業運用開始
（安全・安心）

物流拠点
（モビリティハブ）

短期（2024-2025年） 長期（2031-2040）中期（2026-2030年）

協調型自動運転
(V2X)通信方式7

通信方式（5.9GHz帯）規格化・仕様化

1. 国土交通省 第73回基本政策部会 配付資料  2. 第3回 持続可能な物流の実現に向けた検討会 3. JBPress 4. 協調型自動運転向け路側インフラ、優先レーン等の整備  5. RoAD to the L4 テーマ3 6. デジタル田園都市国家構想総合戦略
(2023改訂版)における目標と整合するものとし、自動運転サービス支援道等のインフラからの支援なく自動運転移動サービスを実現しているものを含む  7. 協調型自動運転通信方式ロードマップ 

V2Nデータ
連携基盤

共同輸送
システム

規格・標準化

車両情報連携システム実装開始 (高速道路)
車両情報連携システム本格運用（高速道路）

実装開始（一般道路）

約９割がコネクテッドカー（2035年）、新車販売の約３割が自動運転車（LV3以上）（2040年）
自動運転車

コネクティッドカー1

2025年度目途に50か所程度6 2027年度までに100か所以上6

サービス マイルストン

円滑に高速道路の IC にアクセスできる物流拠点
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物流課題 2030年度には34％の輸送力不足2の可能性有り

2030年には路線バスの運転手が3万6000人不足する可能性あり3人流課題
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事業企画・検証
（エコシステム）

事業運用開始
（エコシステム）

★幹線共同輸送サービス本格★幹線共同輸送サービス開始

★L4自動運転トラック運用開始 ★L4自動運転トラック運用拡大

★自動運転バスサービス開始

凡例
官主導の取組

民主導の取組

パイロット事業
（安全・安心）

パイロット事業
（エコシステム）

共同輸送システム構築・実証

車両情報連携システム構築・実証

2

問題
顕在化

本ロードマップは、市場変化が早く見通しが困難になってきている状況
を踏まえ、随時、業界動向を踏まえて更新を行うとともに、必要に応じ、
今後策定される政府計画の目標等も考慮して見直しを行う。

物流拠点の整備に係る国の方針策定

既存の物流拠点の活用（幹線共同輸送における拠点を想定）

新東名高速道路 （駿河湾沼津SA-浜松SA間100km）

東北自動車道（佐野SAｰ大谷PA間約40km）

5.9GHz帯V2X通信機器の導入

車両技術実現・事業環境整備 黎明期（無人化の推進） → 普及期（運行エリア拡大）
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(L4)

https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/content/001330176.pdf
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/sustainable_logistics/pdf/003_01_00.pdf
https://jbpress.ismedia.jp/articles/-/80727
https://www.road-to-the-l4.go.jp/activity/theme03/pdf/20240228_theme03.pdf
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digital_denen/pdf/20231226honbun.pdf
https://www.soumu.go.jp/main_content/000900866.pdf
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